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は
じ
め
に

　

サ
レ
ジ
オ
会
の
イ
タ
リ
ア
人
神
父
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
氏（
一
九
〇
二
―
一
九
七
八
）

は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
り
、『
古
事
記
』
の
イ

タ
リ
ア
語
訳
や
、『
忠
臣
蔵
』
な
ど
の
物
語
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
リ
オ
・

マ
レ
ガ
編
著
『
豊
後
切
支
丹
史
料
』
正
編
・
続
編
の
二
冊
の
史
料
集
は
、
同
地
域
の

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基
礎
史
料
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
集
に
収
録
さ
れ
た
史
料
の
原
本
の
所
在
は
、
長
く
不
明
と
さ

れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
一
年
、
実
際
に
史
料
を
探
索
し
て
い
た
サ
レ
ジ
オ
会
の
神
父

溝
部
脩
氏
の
も
と
に
、
バ
チ
カ
ン
図
書
館
か
ら
照
会
が
あ
り
、
同
館
の
倉
庫
で
発
見

さ
れ
た
大
量
の
日
本
語
文
書
が
、『
豊
後
切
支
丹
史
料
』
の
原
文
書
を
含
む
、
マ
レ

ガ
氏
蒐
集
史
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
溝
部
氏
か
ら
連
絡
を
受
け
た
大
分
県
教

育
委
員
会
で
は
、
当
時
先
哲
史
料
館
館
長
で
あ
っ
た
平
井
義
人
氏
等
が
二
〇
一
二
年

二
月
に
バ
チ
カ
ン
図
書
館
を
訪
問
し
、
現
物
を
確
認
し
た
。

　

日
本
語
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
側
に
調
査
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
が
、

一
万
点
以
上
の
海
外
所
在
文
書
の
整
理
は
、
資
金
と
人
力
を
必
要
と
す
る
仕
事
で
あ

り
、
一
機
関
が
簡
単
に
引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
研
究
者
や
機
関

に
声
を
か
け
、
こ
の
史
料
の
重
要
性
を
説
く
関
係
者
の
粘
り
強
い
努
力
に
よ
り
、
諸

機
関
の
研
究
者
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
が
中
心

と
な
り
、
バ
チ
カ
ン
図
書
館
と
協
定
を
締
結
し
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
・
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
が
協
力
機
関
と
し
て
参
加
す
る
か
た
ち
で
、「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
開
始
さ
れ
た
。
史
料
編
纂
所
で
は
、「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
」
を
課

題
と
す
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
、
こ
の
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
を
対
象

と
す
る
研
究
を
、
海
外
史
料
領
域
の
特
定
共
同
研
究
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
特
定
共
同
研
究
の
活
動
に
も
触
れ
つ
つ
、
二
〇
一
六
年
七
月
現
在
ま
で

に
行
わ
れ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
概
要
調
査
の
状
況
と
、
判
明
し
た
史
料
の
概

況
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
調
査

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

　

マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、（
ａ
）
文
書
群
の
概
要
調
査
の
実
施
、（
ｂ
）
バ
チ

カ
ン
図
書
館
で
の
保
存
管
理
と
公
開
体
制
整
備
へ
の
協
力
、（
ｃ
）
文
書
全
点
の
目

録
作
成
、（
ｄ
）
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ウ
ェ
ブ
公
開
、（
ｅ
）
マ
レ
ガ
神
父
・
文
書

群
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
た
学
術
情
報
基
盤
の
整
備
等
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
文
書
群
の
現
況
と
概
要
調
査

　

発
見
さ
れ
た
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
群
は
、
一
九
六
四
年
に
整
理
さ
れ
た
と
い
う
二

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

研
究
報
告バ

チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
調
査
報
告

―
『
豊
後
切
支
丹
史
料
』
と
そ
の
周
辺
―

松　
　

井　
　

洋　
　

子
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一
袋
の
状
況
を
維
持
す
る
形
で
Ａ
１
～
Ａ
21
と
番
号
付
け
さ
れ
、
無
酸
素
袋
に
封
入

さ
れ
た
（
写
真
１
）。
数
字
の
順
番
は
原
秩
序
に
関
わ
ら
な
い
便
宜
的
な
も
の
で
あ

る
。

　

概
要
調
査
に
お
い
て
は
、
①
現
状
記
録
写
真
を
撮
り
つ
つ
梱
包
を
解
体
し
、
②
史

料
の
構
造
の
復
元
が
可
能
な
よ
う
に
、
包
み
紙
や
紐
、
同
封
の
メ
モ
な
ど
も
含
め
た

現
状
の
階
層
を
反
映
し
た
史
料
番
号
を
付
与
し
、
③
番
号
を
記
入
し
た
封
筒
に
収
納

す
る
。
④
最
小
単
位
の
番
号
ご
と
に
史
料
の
形
態
、
言
語
、
大
き
さ
、
虫
食
い
や
破

れ
な
ど
の
保
存
の
状
態
、
番
号
を
初
め
と
す
る
メ
モ
の
有
無
な
ど
、
史
料
の
状
態
を

記
録
す
る
調
査
票
を
記
入
す
る
。
⑤
バ
チ
カ
ン
図
書
館
の
職
員
が
、
同
館
の
方
式
に

の
っ
と
り
、史
料
そ
の
も
の
に
鉛
筆
書
き
で
番
号
を
付
け
、登
録
簿
に
記
載
し
、ケ
ー

ス
に
保
管
す
る
。
と
い
う
手
順
を
と
っ
た
。

　

そ
の
後
、
同
館
に
よ
っ
て
、
同
じ
建
物
の
写
場
に
お
い
て
、
大
型
ス
キ
ャ
ナ
ー
を

用
い
て
同
館
の
基
準
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が
行
わ
れ
る
。
画
像
に
は
撮
影
段

階
で
、
概
要
調
査
で
決
め
た
番
号
、

そ
の
中
の
何
枚
目
の
画
像
に
あ
た
る

か
な
ど
の
情
報
が
付
与
さ
れ
る
。
日

本
側
で
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
基
づ

き
、調
査
票
の
情
報
を
拡
充
す
る
形
で
一
点
毎
の
史
料
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
六
日
～
二
〇
日
（
参
加
者
九
名
）、
二
〇
一

四
年
九
月
八
日
～
二
六
日（
二
〇
名
）、二
〇
一
五
年
二
月
九
日
～
一
三
日（
二
〇
名
）、

二
〇
一
五
年
九
月
六
日
～
一
八
日（
二
六
名
）、二
〇
一
六
年
二
月
八
日
～
一
二
日（
一

三
名
）
の
日
程
で
調
査
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
五
年
度
末
ま
で
に
、
Ａ
１
～
19
と
Ａ
21

の
概
要
調
査
、
Ａ
１
～
10
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
撮
影
が
終
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
一

六
年
度
に
は
概
要
調
査
が
完
了
し
、
Ａ
16
ま
で
を
撮
影
、
二
〇
一
七
年
度
に
は
撮
影

を
完
了
し
、
二
〇
一
八
年
度
に
は
目
録
作
成
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

二　

マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
の
概
要

（
１
）
二
一
の
袋
の
中
身

　

概
要
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
、
各
袋
に
含
ま
れ
る
史
料
の
件
数
、
マ
レ
ガ
氏
の

付
与
し
た
番
号
の
有
無
を
表
に
示
し
た
。
こ
こ
で
の
件
数
は
、
近
世
文
書
の
み
で
な

く
、
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
メ
モ
、
分
類
の
た
め
の
包
み
紙
等
ま
で
含
め
た
、
も
の
と
し

て
の
点
数
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
番
号
が
付
さ
れ
る
最
小
単
位
と
な
る
。
実
際

の
文
書
数
は
、
今
後
の
一
点
毎
目
録
の
作
成
を
経
て
明
ら
か
に
な
る
が
、
包
紙
の
み
、

断
簡
等
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
数
え
方
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
８
）

（
９
）

表　各袋の概況

袋 件数 マレガ番号

A1 627 ○

A2 250 ○

A3 823 ×

A4 909 ×

A5 218 ○

A6 369 ○

A7 721 ○

A8 440 ○

A9 1,008 △（一部無）

A10 484 ○

A11 466 ○

A12 1,041 △（袋毎）

A13 610 ×

A14 659 ○

A15 933 △（袋毎）

A16 583 ○

A17 290 ○

A18 25 書籍　別？

A19 1,014 ×

A20 1,000 ×

A21 494 ×（一点のみ）

写真1　調査開始前の保管状況
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二
一
の
袋
に
は
、
少
な
く
と
も
、
三
つ
の
段
階
の
も
の
が
あ
っ
た
。

①
刊
行
さ
れ
た
『
豊
後
切
支
丹
史
料
』（
正
・
続
）
へ
の
収
録
史
料
に
関
わ
る
も
の

②
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
や
整
理
番
号
が
記
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
仕
分
け
が
さ

れ
て
い
る
も
の
。
整
理
の
程
度
は
、
単
に
番
号
が
付
い
て
い
る
だ
け
の
も
の
か
ら
、

内
容
等
に
関
わ
る
イ
タ
リ
ア
語
の
メ
モ
が
一
点
毎
に
付
い
て
い
る
も
の
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
マ
レ
ガ
氏
は
入
手
し
た
史
料
一
点
一
点
に
、
通

し
番
号
（
以
下
「
マ
レ
ガ
番
号
」）
を
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
番
号
は
朱
色
の

ス
タ
ン
プ
の
枠
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

③
マ
レ
ガ
氏
が
入
手
し
た
が
、
充
分
に
整
理
・
研
究
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
。

番
号
は
付
さ
れ
な
い
か
、
藩
庁
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
袋
単
位
に
付
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
送
付
及
び
そ
の
後
の
保
存
の
過
程
で
、
本
来
は
別

の
段
階
に
あ
っ
た
複
数
の
か
た
ま
り
が
一
括
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
一
つ
の
袋
が

必
ず
し
も
一
つ
の
整
理
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

以
下
に
、
ご
く
簡
略
な
が
ら
各
袋

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
筆
者
が
得

ら
れ
た
情
報
を
整
理
し
て
お
く
。

（
２
）『
豊
後
切
支
丹
史
料
』（
正
・

続
）
に
収
載
す
る
た
め
に
抜
き
出
し

た
史
料

Ａ
１　

こ
の
袋
に
は
、『
豊
後
切
支

丹
史
料
』（
正
・
続
）
の
、
マ
レ
ガ

氏
に
よ
る
記
入
の
あ
る
手
沢
本

（A
1.1

・A
1.2

）
に
加
え
、『
続
編
』

に
収
載
さ
れ
た
史
料
が
、
章
立
て
ご

と
の
記
号
と
、
順
番
を
示
す
番
号
、

マ
レ
ガ
番
号
を
記
さ
れ
た
茶
色
の
封

筒
に
入
れ
た
り
紙
に
挟
ん
で
整
理
さ
れ
て
い
た
（
写
真
２
）。『
続
編
』
の
刊
本
に
は

各
引
用
史
料
の
マ
レ
ガ
番
号
も
表
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
袋
に

入
っ
て
い
た
。A
1.4

か
らA

1.16

が
同
書
第
一
部
「
豊
後
切
支
丹
囚
人
に
つ
い
て
」、

A
1.17

が
第
二
部
「
本
人
・
本
人
同
前
・
転
本
人
」、A

1.3

が
第
三
部
「
踏
絵
」、

A
1.18

が
第
四
部
「
届
書
」
に
対
応
す
る
。（
Ａ
１
内
の.1

以
下
の
番
号
は
、
袋
を
開

梱
す
る
際
現
状
記
録
の
た
め
端
か
ら
付
与
し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
レ
ガ
氏
が
意
図
し

た
順
序
を
反
映
し
て
い
な
い
。）
多
く
の
封
筒
に
は
、
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
イ
タ
リ
ア

語
と
ロ
ー
マ
字
の
メ
モ
が
記
載
さ
れ
た
紙
片
が
同
封
さ
れ
、
一
部
に
は
翻
刻
も
含
ま

れ
て
い
た
。
メ
モ
の
中
に
は
、
読
み
上
げ
、
筆
記
、
校
訂
に
協
力
し
た
人
々
の
名
前

が
出
て
く
る
も
の
も
あ
る
。ま
た
刊
本
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
書
き
込
み
が
あ
り
、『
続

編
』
出
版
後
に
も
原
文
書
の
照
合
あ
る
い
は
再
整
理
が
行
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

A
1.20

に
は
、四
九
九
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
さ
れ
た『
続
編
』の
原
稿
一
式
が
入
っ

て
い
た
。
原
稿
に
は
、
書
き
込
み
及
び
貼
紙
の
形
で
多
数
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い

る
一
方
、
活
字
の
号
数
や
写
真
の
位
置
、
割
り
付
け
の
指
示
も
記
さ
れ
て
い
る
。『
続

編
』
冒
頭
に
付
さ
れ
た
『
続
編
』
の
正
誤
表
の
も
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
ノ
ー
ト

も
あ
っ
た
。

Ａ
２　

三
つ
の
最
近
の
文
書
箱
に
入
っ
た
『
正
編
』
所
収
史
料
と
、
白
い
紙
包
み
か

ら
な
る
。

　
『
正
編
』
の
所
収
史
料
に
つ
い
て
は
、
Ａ
１
と
同
様
に
、
封
筒
に
マ
レ
ガ
番
号
と

掲
載
順
を
示
す
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
に
は
、
メ
モ
の
紙
片
や
翻
刻
、
訂
正

す
べ
き
点
を
知
ら
せ
る
郷
土
史
家
か
ら
の
葉
書
等
が
同
封
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

（
Ａ
１
に
同
梱
さ
れ
た
『
正
編
』
の
手
沢
本
に
は
、
同
書
で
は
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た

各
引
用
史
料
の
マ
レ
ガ
番
号
が
色
鉛
筆
で
記
さ
れ
、
ま
た
各
引
用
史
料
に
西
暦
や
イ

タ
リ
ア
語
の
メ
モ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。）『
正
編
』
全
体
の
出
版
の
た
め
の
原
稿

は
こ
の
袋
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

白
い
包
み
の
中
に
は
、「
古
事
記
」
の
影
印
復
刻
版
に
加
え
、「
原
城
記
事
」（
上

（
10
）

（
11
）

（
12
）

写真2　マレガ氏の整理した封筒の束（A1）
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中
下
）、「
有
馬
陣
記
集
」、「
島
原
天
草
日
記
」、「
邪
宗
門
之
儀
に
付
内
密
申
上
之
書

付
」
な
ど
の
写
本
が
一
括
さ
れ
て
い
た
。『
正
編
』
と
の
直
接
の
関
係
は
不
明
で
あ

る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
関
係
の
深
い
島
原
の
乱
に
つ
い
て
の
色
々
な
写
本
を
集
め
て

い
る
点
は
興
味
深
い
。

　

Ａ
１
・
Ａ
２
に
括
ら
れ
て
い
る
文
書
の
う
ち
に
は
、内
容
の
重
複
な
ど
の
理
由
で
、

『
正
編
』『
続
編
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
も
若
干
存
在
す
る
。
イ
タ
リ
ア
語

の
メ
モ
の
中
に
は
「
転
び
は
一
人
も
い
な
い
。
出
版
に
は
使
え
な
い
。」
な
ど
キ
リ

シ
タ
ン
と
そ
の
後
裔
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
マ
レ
ガ
氏
の
編
纂
方
針
が
う
か
が
え
る

記
述
も
見
ら
れ
る
。

　

史
料
編
纂
所
の
特
定
共
同
研
究
で
は
、
ま
ず
『
豊
後
切
支
丹
史
料
』
正
編
・
続
編

の
原
史
料
を
確
定
し
、大
半
の
史
料
に
つ
い
て
そ
の
原
文
書
と
の
照
合
を
行
な
っ
た
。

引
用
史
料
の
中
に
は
、
複
数
の
史
料
か
ら
殉
教
者
を
抽
出
す
る
加
工
も
多
く
見
ら
れ

る
。
今
後
は
、
史
料
の
原
型
を
反
映
し
た
翻
刻
を
示
す
と
と
も
に
、
入
手
時
の
か
た

ま
り
を
あ
る
程
度
残
す
と
推
測
さ
れ
る
マ
レ
ガ
番
号
の
各
所
か
ら
抽
出
さ
れ
た
史
料

の
、
も
と
の
前
後
関
係
を
確
認
し
、
史
料
群
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
。

（
３
）
未
刊
行
の
史
料

Ａ
３
・
Ａ
４　

二
つ
と
も
ほ
ぼ
同
じ
洋
服
店
の
箱
を
利
用
し
て
い
る
（
写
真
３
）。

マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
番
号
付
与
、
個
別
の
史
料
に
つ
い
て
の
メ
モ
等
は
み
ら
れ
な
い
。

宗
門
改
の
実
施
、
類
族
の
死
亡
・
出
生
・
移
動
、
剃
髪
等
に
つ
い
て
臼
杵
藩
の
宗
門

方
に
報
告
し
た
文
書
が
中
心
で
あ
る
。
類
似
の
文
書
が
束
ね
ら
れ
て
お
り
、
宗
門
方

の
蔵
な
ど
に
収
納
さ
れ
て
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
中
に
は
一
部
、
虫
損
・
水
濡

れ
な
ど
に
よ
っ
て
圧
着
し
て
し
ま
い
、
開
く
こ
と
が
困
難
な
も
の
も
見
ら
れ
た
。

Ａ
５　

簿
冊
の
く
く
り
や
一
紙
類
の
束
が
新
聞
に
包
ま
れ
て
い
た
。
家
中
の
支
配
単

位
の
組
ご
と
に
、
組
に
属
す
る
士
分
の
家
の
家
内
男
女
人
数
を
書
上
げ
た
「
家
内
人

数
之
覚
」、
各
村
組
の
庄
屋
か
ら
出
さ
れ
た
「
人
高
御
帳
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、

最
も
特
徴
的
な
の
は
、
正
保
三
（
一

六
四
六
）
年
「
き
り
し
た
ん
宗
門
重

而
御
改
ニ
付
五
人
組
書
物
之
事
」
の

一
括
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
臼
杵
藩
が

同
年
に
作
成
さ
せ
た
、
五
人
組
ご
と

の
証
文
で
あ
り
、
檀
那
寺
に
よ
る
寺

請
の
文
言
が
上
部
に
添
付
さ
れ
た
も

の
約
一
〇
〇
通
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。

Ａ
６　

一
紙
あ
る
い
は
一
紙
を
貼
継

い
だ
も
の
が
七
括
に
な
っ
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
寛
永
一
二
年

に
各
家
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
、「
き

り
し
た
ん
（
宗
門
）
御
改
に
付
起
請
文
前
書
之
事
」
を
村
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
文
言
は
ほ
ぼ
共
通
で
、
家
内
全
員
の
印
又
は
略
印
と
血
判
、
檀
那
寺
の
寺
請

文
言
の
記
入
と
花
押
が
見
ら
れ
る
。

Ａ
７　

一
紙
類
の
束
九
括
。
内
容
は
類
族
の
縁
付
、
養
子
縁
組
、
引
越
・
所
替
、
出

家
・
剃
髪
、
他
出
等
の
移
動
に
つ
い
て
の
宗
門
方
へ
の
報
告
か
ら
な
る
。
一
点
毎
に

連
続
し
た
マ
レ
ガ
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
マ
レ
ガ
氏
が
一
点
ず
つ
開
い
た
痕
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
束
ご
と
の
番
号
記
載
以
外
に
、
イ
タ
リ
ア
語
の
メ
モ
や
紙
片
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
年
代
は
十
八
世
紀
の
も
の
が
多
い
。
一
束
に
同
年
の
文
書
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
場
合
と
、
様
々
な
年
の
も
の
が
一
括
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

Ａ
８　

一
紙
類
が
六
括
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
、
藩
士
が
組
ご
と
に

連
名
署
判
を
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
遵
守
す
る
こ
と
と
、
家
内
全
員
の
踏
絵
を

済
ま
せ
、
寺
請
証
文
を
取
っ
て
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
「
切
支
丹
宗
門
御
改
に
付
御

書
物
之
事
」
で
、
特
定
の
年
の
も
の
が
一
束
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
六
括
の

（
13
）

（
14
）

（
15
）

写真3　A3の保存状況とその箱
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う
ち
一
括
は
、
同
表
題
で
各
寺
院
の
住
持
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
レ
ガ
番
号
は
付

さ
れ
て
い
る
が
、
マ
レ
ガ
氏
の
メ
モ
が
あ
る
の
は
、
一
部
の
み
で
あ
る
。

Ａ
９　

新
聞
に
包
ま
れ
た
一
括
（A

9.1

）
と
紙
箱
（A

9.2

）
が
一
つ
の
袋
に
ま
と
め

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
〇
ほ
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。A

9.1.1

の
一
括
以
外
に
は
、

マ
レ
ガ
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
家
中
及
び
村
方
の
、
類
族
の
生
死
出
入
覚
、
類
族

御
通
、
死
亡
・
出
生
の
届
、
出
家
・
他
出
な
ど
移
動
の
伺
い
、
寺
の
「
切
支
丹
宗
門

御
改
ニ
付
御
書
物
之
事
」、
ま
た
宗
門
方
役
人
の
業
務
に
関
わ
る
書
状
な
ど
も
含
む
。

Ａ
10　

主
に
竪
帳
を
集
め
た
三
括
か
ら
な
る
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
藩
士
各
家

の
男
女
上
下
の
人
数
を
書
い
た
「
覚
」
を
貼
り
継
ぎ
、
さ
ら
に
集
計
し
た
「
宗
門
御

改
に
付
家
内
人
数
之
覚
」
の
簿
冊
と
一
緒
に
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
が
ひ
と
か
た
ま
り

と
な
っ
て
い
た
（
写
真
４
）。
ま
た
同
様
の
簿
冊
「
家
内
人
数
附
」
を
綴
り
合
わ
せ

た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
撮
影
の
た
め
に
解
綴
さ
れ
た
。
天
保
九
（
一
八
三
八
）

年
の
「
宗
門
御
改
ニ
付
毎
月
仕
上
五
人
組
御
書
物
」
と
い
う
村
組
単
位
で
出
す
竪
帳

の
右
側
の
綴
り
部
分
を
切
断
し
た
も

の
が
、
数
十
冊
見
ら
れ
た
。
月
毎
の

記
録
を
一
年
分
取
り
ま
と
め
た
後
不

要
に
な
り
、
再
利
用
の
た
め
切
断
し

た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
部
は
習
字
の

練
習
等
に
利
用
し
た
形
跡
も
あ
る
。

そ
れ
ら
に
も
丹
念
に
マ
レ
ガ
番
号
が

記
さ
れ
て
い
た
。

Ａ
11　

新
聞
紙
に
包
ま
れ
た
二
括
。

一
つ
は
「
御
書
物
之
事
」
の
表
題
を

持
つ
、
類
族
の
死
亡
に
際
し
て
出
さ

れ
た
届
書
の
一
括
で
、
五
人
組
・
弁

指
・
庄
屋
連
印
の
一
通
と
檀
那
寺
に

よ
る
一
通
が
重
ね
て
巻
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。も
う
一
括
は
、「
類
族

御
通
」
の
表
書
を
持
つ
包
紙
に
類
族

の
生
死
出
入
等
を
書
き
連
ね
る
横
折

数
丁
を
こ
よ
り
で
留
め
た
も
の
、
書

状
類
や
類
族
改
帳
な
ど
の
竪
帳
類
の

一
綴
り
な
ど
を
含
む
。

Ａ
12 

藩
庁
で
文
書
管
理
に
用
い
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
和
紙
の
袋
七

袋
か
ら
な
り
、表
面
に
は
享
保
期（
一

七
一
六
～
一
七
三
六
）
の
半
年
ま
た

は
一
年
の
「
類
族
死
失
書
付
」、「
類

族
出
生
書
付
」
で
あ
る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。（
写
真
５
）
マ
レ
ガ
番
号
は
袋
に
の
み
記
さ
れ
、
マ
レ
ガ
氏
が
点
数
を

数
え
た
痕
跡
が
残
る
が
、
個
々
の
文
書
に
は
番
号
も
メ
モ
の
記
入
や
挿
入
も
な
い
。

Ａ
13 

新
聞
紙
で
包
ま
れ
た
一
紙
文
書
七
括
と
、
冊
子
一
七
冊
を
含
む
。
一
紙
文
書

の
多
く
は
、
二
通
組
の
類
族
死
亡
届
の
「
御
書
物
之
事
」
で
、
同
年
の
も
の
の
束
と
、

年
代
が
ば
ら
ば
ら
な
束
が
あ
る
。
土
地
売
買
や
借
用
の
証
文
も
い
く
ら
か
含
ま
れ
て

い
る
。
一
紙
文
書
に
は
マ
レ
ガ
番
号
も
メ
モ
等
の
記
入
、
挿
入
も
な
い
。
冊
子
の
う

ち
武
鑑
な
ど
一
部
に
マ
レ
ガ
氏
の
メ
モ
が
見
ら
れ
る
。

Ａ
14 

新
聞
紙
等
で
包
ま
れ
た
五
括
。
マ
レ
ガ
番
号
が
付
け
ら
れ
、
各
括
に
リ
ス
ト

や
メ
モ
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
雑
多
で
、
水
損
の
甚
だ
し
い
も
の
、
断
簡
、

冊
子
か
ら
外
れ
た
丁
の
寄
せ
集
め
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

Ａ
15 

藩
庁
の
袋
に
は
い
っ
た
五
括
。
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
及
び
享

保
期
の
「
類
族
出
生
」
書
付
と
の
表
書
き
を
持
つ
。
Ａ
12
と
同
様
マ
レ
ガ
番
号
は
袋

に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）

写真4　文書・簿冊の綴り（A10）

写真5　藩庁の文書管理袋（A12）
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Ａ
16 
新
聞
紙
や
包
み
紙
、
紐
で
束
ね
ら
れ
た
九
括
。
内
容
、
形
状
は
括
に
よ
り
異

な
り
年
代
も
多
様
で
あ
る
。
多
く
に
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
メ
モ
や
リ
ス
ト
な
ど
が
付
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
目
録
の
ノ
ー
ト
が
入
っ
て
い
た
。

Ａ
17 

新
聞
紙
及
び
包
み
紙
で
包
ま
れ
た
三
括
。
多
く
が
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
～

一
八
四
四
）
の
「
切
支
丹
宗
門
御
改
ニ
付
毎
月
仕
上
御
書
物
之
事
」「
宗
門
御
改
ニ

付
毎
月
仕
上
五
人
組
御
書
物
」
な
ど
の
竪
帳
と
一
紙
の
綴
り
か
ら
な
る
。

Ａ
18 

冊
子
の
一
括
で
、「
親
鸞
聖
人
御
旧
蹟
二
十
四
輩
順
拝
図
会
」「
都
名
所
図
会
」

か
ら
な
る
。

Ａ
19 

藩
庁
の
文
書
袋
三
袋
か
ら
な
る
。
内
容
は
、
正
徳
三
～
四
（
一
七
一
三
～
一

七
一
四
）
年
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
の
「
類
族
死
失
」、
享
保
三
～
四
（
一
七

一
八
～
一
七
一
九
）
年
の
類
族
婚
儀
・
所
替
、
養
子
・
離
別
・
剃
髪
、
奉
公
、
引
越

等
に
関
わ
る
届
書
類
で
あ
っ
た
。

Ａ
20 

藩
庁
の
文
書
袋
三
袋
か
ら
な
る
。
内
容
は
Ａ
19
と
類
似
の
届
書
類
で
あ
っ
た
。

Ａ
21　

一
紙
類
に
加
え
、
新
聞
の
切
り
抜
き
、
書
籍
な
ど
雑
多
な
近
代
文
書
を
含
む
。

（
４
）
史
料
の
出
所
と
マ
レ
ガ
氏
に
よ
る
整
理

　

上
記
の
略
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
の
大
半
は
、
臼
杵

藩
の
藩
庁
に
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
が
流
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
部
は
藩
庁
に
お

け
る
保
存
形
態
を
と
ど
め
て
い
る
。
マ
レ
ガ
氏
は
、
大
分
に
赴
任
し
た
一
九
三
二
年

か
ら
一
九
三
八
年
ご
ろ
ま
で
に
、
主
要
部
分
を
蒐
集
し
た
と
い
う
。
他
に
、
少
な
く

と
も
、
竹
田
（
岡
）
藩
、
府
内
藩
、
佐
伯
藩
の
史
料
が
若
干
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
が
、
マ
レ
ガ
番
号
付
与
に
際
し
て
は
、
別
扱
い
は
さ
れ
て
い
な
い
。
大
分

市
の
ハ
レ
ル
ヤ
書
店
か
ら
の
購
入
、
郷
土
史
家
元
山
元
造
か
ら
の
入
手
を
示
す
メ
モ

や
値
札
が
残
っ
て
お
り
、
古
書
店
を
め
ぐ
り
、
あ
る
い
は
人
脈
を
駆
使
し
て
さ
ら
に

文
書
を
探
索
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

一
九
五
三
年
に
バ
チ
カ
ン
図
書
館
へ
送
ら
れ
た
際
の
梱
包
は
、「
未
加
工
木
製
長

持
」「
メ
ッ
キ
内
装
の
長
持
」「
木
箱
」の
三
個
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
木
箱
」に
は
メ
ッ

キ
の
小
箱
２
つ
が
収
め
ら
れ
、
そ
こ
に
マ
レ
ガ
氏
の
著
作
に
関
わ
る
文
書
が
入
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
Ａ
１
、
Ａ
２
に
相
当
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、「
未
加
工
木
製
長
持
」
に
は
す
で
に
目
録
作
成
の
済
ん
だ
文
書
が
入
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
書
に
マ
レ
ガ
番
号
の
付
さ
れ
て
い
た
Ａ
５
～
Ａ

11
、
Ａ
14
、
Ａ
16
～
17
は
こ
の
箱
に
入
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
目
録
に
当

た
る
の
が
、A

16.4.4

と
し
て
発
見
さ
れ
た
、
マ
レ
ガ
氏
自
筆
の
目
録
（Catalog

）

の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
、
表
紙
に
一
九
三
八
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ

ガ
氏
の
付
与
し
た
番
号
一
～
一
〇
〇
〇
、
Ｍ
（
一
〇
〇
〇
を
意
味
す
る
）
一
～
一
〇

〇
〇
、
Ｂ
（
二
〇
〇
〇
を
意
味
す
る
）
一
～
九
四
一
、
す
な
わ
ち
二
九
四
一
件
の
番

号
が
一
行
ず
つ
に
記
さ
れ
、
そ
の
多
く
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
ー
マ
字
、
一
部
は

漢
字
も
加
え
て
、
文
書
の
内
容
や
年
代
に
つ
い
て
の
情
報
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
メ
ッ
キ
内
装
の
長
持
」
に
は
目
録
作
成
の
済
ん
で
い
な
い
文
書
が
入
っ
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
文
書
は
袋
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
袋
に
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
目
録
作
成
＝
マ
レ
ガ
番
号
の
付
与
済
み
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
番
号
の
な

い
Ａ
３
、
Ａ
４
、
Ａ
13
、
Ａ
20
、
Ａ
21
が
こ
の
箱
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
袋

に
収
納
さ
れ
て
い
る
状
況
が
記
述
と
合
致
す
る
Ａ
12
、
15
、
19
に
つ
い
て
は
、
袋
毎

に
マ
レ
ガ
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
目
録
作
成
済
み
と
み
な
さ
れ
た
の

か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

　

番
号
付
与
の
順
序
、
各
袋
に
収
納
さ
れ
た
ま
と
ま
り
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
文
書
に
つ
い
て
ご
く
大
ま
か
な
全
体
像
を
示
し

た
。「
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
本
史
料
群
で
あ
る
が
、
そ
の

実
態
は
、
近
世
全
般
に
わ
た
る
臼
杵
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
実
施
状
況
に
関
わ
る
史

料
と
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
レ
ガ
氏
に
と
っ
て
は
、「
転
び
」
や
「
類
族
」

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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が
出
て
こ
な
い
史
料
は
、「
史
料
集
に
使
え
な
い
」
も
の
と
認
識
さ
れ
た
。
藩
庁
か

ら
の
史
料
を
入
手
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
う
し
た
取
捨
選
択
が
働
い
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
宗
門
改
め
・
絵
踏
の
実
態
に
加
え
、
藩
の
宗
門
方
の

文
書
作
成
・
保
管
や
文
書
管
理
の
し
く
み
、
家
中
の
人
的
構
成
等
、
藩
政
の
一
端
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
同
じ
書
式
ま
た

同
じ
年
に
提
出
さ
れ
た
史
料
が
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
臼

杵
藩
領
全
体
に
つ
い
て
の
様
々
な
視
点
か
ら
の
分
析
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

概
要
調
査
は
よ
う
や
く
ほ
ぼ
終
了
し
、
各
袋
に
つ
い
て
担
当
者
を
決
め
一
点
毎
の

目
録
作
成
と
袋
ご
と
の
史
料
概
要
記
述
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
格
的
内
容

検
討
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
、
藩
政
史
、
地
域
史
と
い
っ
た

幅
広
い
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
そ
の
も

の
が
、国
内
外
の
諸
機
関
の
研
究
者
や
修
復
専
門
家
に
と
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
・

方
法
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
場
と
な
り
、
次
の
世
代
に
も
続
く
人
の
出
会
い

と
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）　

マ
レ
ガ
氏
の
伝
記
、
日
本
で
の
活
動
及
び
文
書
蒐
集
の
経
緯
と
そ
の
背
景
に
つ
い

て
は
、
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
ヴ
ィ
ー
タ
「
豊
後
キ
リ
シ
タ
ン
の
跡
を
た
ど
る
マ
リ
オ
・
マ

レ
ガ
神
父
―
マ
レ
ガ
文
書
群
の
成
立
過
程
と
そ
の
背
景
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀

要
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
第
一
二
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）（
以
下
『
国
文
研
紀
要
』

12
）を
参
照
。マ
レ
ガ
氏
の
蒐
集
品
と
し
て
は
他
に
、日
本
に
関
す
る
木
版
本
・
写
本
・

錦
絵
な
ど
が
若
干
の
文
書
と
と
も
に
ロ
ー
マ
の
サ
レ
ジ
オ
大
学
に
存
在
し
、
文
書
は

近
頃
バ
チ
カ
ン
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
書
籍
に
つ
い
て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
文

献
資
料
部
編
「
サ
レ
ジ
オ
大
学
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
文
庫
所
蔵
日
本
書
籍
目
録
」（『
調

査
研
究
報
告
』
二
三
号　

二
〇
〇
二
年
一
一
月
）
が
あ
る
。

（
２
）　
『
豊
後
切
支
丹
史
料
』（
サ
レ
ジ
オ
会　

一
九
四
二
年　

以
下
『
正
編
』）・『
続
豊
後

切
支
丹
史
料
』（
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一
九
四
六
年　

以
下
『
続
編
』）。

（
３
）　

溝
部
氏
の
マ
レ
ガ
文
書
探
索
は
、
別
府
大
学
図
書
館
報
『
ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
』
一
三

～
一
六
号
に
「
イ
タ
リ
ア
紀
行
」
１
～
４
と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
る
（
一
九
八
四
～

一
九
八
五
）。

（
４
）　

人
間
文
化
研
究
機
構
は
、
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
事
業
の
一
課
題
と
し
て
「
バ

チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
収
集
文
書
の
保
存
・
公
開
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
代
表
：
国
文
学
研
究
資
料
館　

大
友
一
雄
）
を
位
置
づ
け
、
二
〇
一
三
年
一
一
月

に
バ
チ
カ
ン
図
書
館
と
協
定
を
締
結
し
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
及
び
大
分
県
教

育
委
員
会
（
先
哲
史
料
館
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
機
構
と
研
究
協
力
の
覚
書
を
交
わ
し

た
（
二
〇
一
四
年
二
月
）。

（
５
）　
「『
豊
後
切
支
丹
史
料
』
及
び
そ
の
原
文
書
の
史
料
学
的
研
究
」（
二
〇
一
四
～
一
五

年
度
）、「
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
氏
蒐
集
史
料
の
総
合
的
研
究
」

（
二
〇
一
六
年
度
～　

）。

（
６
）　

調
査
は
未
だ
進
行
中
で
あ
り
、
史
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
作
成
さ
れ
る
一
点

毎
の
史
料
目
録
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
松
井
洋
子
「
マ
レ
ガ
神
父
収
集

文
書
群
の
魅
力
を
保
存
し
伝
え
る
―
調
査
方
法
と
進
捗
状
況
の
紹
介
―
」（「
マ
レ
ガ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム in 

臼
杵
『
バ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
レ
ガ
神
父
収

集
豊
後
切
支
丹
文
書
群
の
魅
力
』
予
稿
集　

二
〇
一
四
年
一
一
月
）
に
そ
れ
以
降
の

情
報
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
暫
定
報
告
と
な
る
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
文
責
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
が
、
史
料
に
つ
い
て
の
情
報

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
研
究
者
各
位
の
共
同
作
業
の
成
果
で
あ
る
。

（
７
）　

大
友
一
雄
「
バ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
豊
後
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
群
と
マ
リ
オ
・
マ
レ

ガ
神
父
」（『
歴
史
と
地
理　

日
本
史
の
研
究
』
二
四
八
号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

五
一
頁
。

（
８
）　

ア
ン
ヘ
ラ
・
ヌ
ー
ニ
ェ
ス
＝
ガ
イ
タ
ン
「
マ
レ
ガ
神
父
収
集
文
書
の
整
理
と
保
存
」

（『
国
文
研
紀
要
』
⓬　

二
〇
一
六
年
三
月
）
一
七
三
頁
。

（
９
）　

撮
影
の
た
め
に
最
低
限
必
要
な
解
綴
・
修
復
等
の
作
業
は
、
日
本
側
の
修
復
専
門

家
に
よ
る
研
修
を
経
た
同
館
修
復
室
の
専
門
家
が
行
な
っ
て
い
る
。
ヌ
ー
ニ
ェ
ス
＝

ガ
イ
タ
ン
二
〇
一
六
、一
七
五
―
一
七
九
頁
。

（
10
）　

ス
タ
ン
プ
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
名
前
の
表
記
が
「
マ
レ
ー
ガ
」
と
「
マ
レ
ガ
．
マ
リ
オ
」

の
少
な
く
と
も
二
種
が
あ
る
。
同
じ
ス
タ
ン
プ
は
書
籍
に
も
押
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
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注
１
前
掲
の
書
籍
目
録
に
も
写
真
が

あ
る
。

（
11
）　
『
正
編
』
の
手
沢
本
は
、
一
九
五
四

年
に
教
皇
庁
宛
に
送
付
さ
れ

（
ヴ
ィ
ー
タ
二
〇
一
六
、一
六
三
頁
）、

図
書
館
の
所
蔵
史
料
と
し
て
別
置
さ

れ
て
い
た
が
、
本
文
書
の
発
見
に
伴

い
こ
の
Ａ
１
に
同
梱
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
図
書
と
し
て

の
番
号
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）　

今
村
孝
次
（
昭
和
実
践
女
学
校
長
）、
高
山
英
明
（
元
大
分
市
長
）
な
ど
の
名
が
み

え
る
。

（
13
）　A

1.17.3.0

。
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
京
都
外
国
語
大
学
の
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・

ヴ
ィ
ー
タ
氏
を
は
じ
め
、
現
地
で
参
加
す
る
イ
タ
リ
ア
人
の
日
本
研
究
者
、
イ
タ
リ

ア
史
の
若
手
研
究
者
等
の
協
力
を
得
、
イ
タ
リ
ア
語
メ
モ
の
解
読
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
翻
訳
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
方
々
か
ら
協
力
を
受
け
た
。

（
14
）　

正
保
三
年
の
五
人
組
再
編
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
晃
洋
「
マ
レ
ガ
文
書
に
み
る
臼
杵

藩
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
開
始
期
の
文
書
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

二
六
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
「
近
世
日
本
豊
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
民
衆
統

制
」（『
国
文
研
紀
要
』
12　

二
〇
一
六
年
三
月
）
佐
藤
晃
洋
・
大
津
祐
司
「
マ
レ
ガ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
平
成
二
六
年
度
概
要
調
査
」（
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
『
史
料

館
研
究
紀
要
』
二
〇
号　

二
〇
一
六
年
一
月
）
を
参
照
。

（
15
）　

寛
永
一
二
年
の
宗
門
改
め
に
つ
い
て
は
注
14
の
各
論
文
を
参
照
。

（
16
）　

類
族
の
死
亡
届
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
晃
洋
「
臼
杵
藩
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制

政
策
確
立
後
の
文
書
」（『
大
分
県
地
方
史
』二
二
七
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）を
参
照
。

（
17
）　

入
手
の
時
期
・
経
路
に
つ
い
て
は
ヴ
ィ
ー
タ
二
〇
一
六
（
一
五
九
―
一
六
五
頁
）

を
参
照
。
仲
介
し
た
古
物
商
等
に
つ
い
て
は
未
詳
の
点
も
多
い
。

（
18
）　

佐
藤
晃
洋
「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
平
成
二
五
年
度
概
要
調
査
」（
大
分

県
立
先
哲
史
料
館
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
九
号　

二
〇
一
五
年
一
月
）

（
19
）　

こ
の
送
付
の
記
録
は
、
デ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ニ
ア
・
プ
ロ
ヴ
ェ
ー
ル
ビ
オ
「
バ
チ
カ
ン

図
書
館
所
蔵
マ
レ
ガ
文
書
に
つ
い
て
」（「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム in 

臼
杵
『
バ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
レ
ガ
神
父
収
集
豊
後
切
支
丹
文
書
群
の
魅
力
』

予
稿
集　

二
〇
一
四
年
一
一
月
）
に
紹
介
さ
れ
、
大
友
二
〇
一
五
に
も
引
用
・
検
討

さ
れ
て
い
る
。用
語
が
若
干
異
な
る
が
、こ
こ
で
は
ヴ
ィ
ー
タ
二
〇
一
六（
一
六
二
頁
）

の
訳
に
従
う
。

（
20
）　

こ
の
目
録
は
二
〇
一
五
年
九
月
に
Ａ
16
の
概
要
調
査
を
行
な
う
過
程
で
発
見
さ
れ

た
。
ヴ
ィ
ー
タ
二
〇
一
六
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
が
、
全
面
的
検
討
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈

 　

本
稿
は
、
二
〇
一
四
～
一
五
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
特
定
共
同
研
究
「『
豊
後
切

支
丹
史
料
』
及
び
そ
の
原
文
書
の
史
料
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者　

松
井
洋
子
）
及
び
人

間
文
化
研
究
機
構
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
「
バ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
マ
リ
オ
・
マ

レ
ガ
収
集
文
書
の
保
存
・
公
開
に
関
す
る
調
査
研
究
（
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」（
研

究
代
表
者　

国
文
学
研
究
資
料
館
・
大
友
一
雄
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
写
真
は
す
べ
て
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
提
供
を
受
け
た
。

番号を記したスタンプ2種


